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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞

· 本日より、通所リハビリテーション室スタッフは3～4人に分かれ、不在者投票用マイクロバスにて市役所へ行く予定。不在者投票へ行くスタッフは時間に遅れず、また投票券を忘れずに持ってくること。また、残るスタッフは現場の安全確認など不備がないよう注意すること。
· 本日、大型の台風が接近しており、夕方～夜にかけて暴風雨の恐れがある為、デイナイトケア及びナイトケアでは天候状況等に気を配り、利用者に危険が及ばないよう行動すること。
· 本日13：30～、東病棟にて森田清助様の退院療養検討会議を実施。ナイトケアを再利用したいという本人の希望があるとのことで、ナイトケアスタッフが出席する。
＜外来より情報提供＞

· 溝越　キク様～主治医より本人に「薬の飲み忘れはないですか」と確認したところ、本人は「ちゃ　　　　
　　　　　　　んと飲んでいる」と話すが、血圧が高く、薬を飲んでいない可能性が考えられる。

訪問看護からは、残薬が見つかったとの報告はないため、外来看護師より訪問看護担当職員に連絡し、服薬についての確認を行っていく、とのこと。

· 淡路智恵子様～受診時に血圧を測定したところ、やや高めであった為、本日より1週間毎日血圧を
　　　　　　　測定し、その結果を来週の外来時に持ってくるよう主治医から話があったとのこと。
　　　　　　　血圧測定はデイケアで測る。また本日、頭部CT実施。

· 田名部浩平様～本日も母と一緒に受診。本人は「調子が良い」と話す。また、母は「最近はよく話
　　　　　　　すようになってきて、だんだん良くなってきていると思う」と話していたとのこと。

＜利用者様情報＞

· 上川原　豊様～昨日、青明舎主催でケア会議を実施。本人「上司との折り合いがうまくいかないの
　　　　　　　で、今の仕事を辞めて違う仕事をしたい」と話していたとのことで、関係者にて本
　　　　　　　人の希望や気持ちを聞き、今後の対応について検討。
　＊本人の不満～以前、八戸地域は晴天だったものの、「台風が来る」とニュースで聞き、仕事を
　　　　　　　　休んだ。しかし、次の日に上司にそのことで注意を受けた。
　＊雇用者から～以前は職親として仕事に来ていたため許されたことでも、現在はパートとして雇
　　　　　　　　用しているので、ちょっとした理由で安易に休まないでほしい。また、遅刻する
　　　　　　　　ことはないが、退勤時刻の10分程度前にタイムカードを打って帰ることがある。
　　　　　　　　もう少しパート職員としての自覚を持ってほしい。

　　　＊本人がナイトケアに希望すること
1 仕事などの話を聞いてほしい

2 服装について見てほしい（おかしければ言ってほしい）
◆現在のナイトケアでの対応に、本人「不満はない」とのこと
　　　＊今後について～パート職員としての自覚が足りない点については青明舎職員から助言し、
徐々に自覚を持ってもらえるよう援助する。また、パート職員として雇用者側が上川原様に期待しているのだということを本人に伝えると、「それなら続けていこうかな」と話す。今後も青明舎・雇用者側・ナイトケアとで連携し、本人が快適に働き続けられるよう支援する。

＜デイケア利用者事例検討＞

· 庭野　弘樹様　　統合失調症　　41歳
◆現在の生活状況の振り返りや今後の目標について面談を実施
＊身だしなみについて
　～本人は、現時点で特に問題はないと話す。スタッフ側から見ても、服装・整容等は違和感なく　
　　適切と思われ、入浴についても定期的に行っているとのことで、今後も様子観察とする。
＊生活リズムについて
　～本人の話によると、起床時間、就床時間は規則正しく守れているとのこと。また、デイケアへ
　　の遅刻もなく、通所予定日には休まず来所できている。
＊疎通性（理解力・伝達力）について
　～本人は「時々、自分の言いたいことをうまく伝えられないことはある」と話す。スタッフ側か　
　　ら見て、相手の話はだいたい理解しており、デイケアでも必要なことは自分から話すことがで
　　きている。しかし、コミュニケーション面においてやや表面的な印象を受ける。今後も本人の
　　理解度など注意して見ていく必要があると思われる。
＊自己表現（自己主張）
　～デイケアではあまり積極的に自分の意見を言うことはなく、静かに周囲の意見を聞いているこ
　　とが多い。利用開始から間もないということもあり、現時点ではデイケアという集団の中にい
　　ることだけでも評価できるのではないか。面談などの際には、必要に応じて自分の思っている
　　ことなどを適切にハッキリと話すこともあり、自己表現ができずに困っている、ということは
　　ない様子。
＊柔軟性
　～相手の意見に合わせるという点については特に問題はない様子。「予想外の事態に直面しても
　　対処することができるか」という点について「誰だって、予想外の事態が起きたら動揺するも
　　のではないんですか」と冷静な意見を話すこともある。
＊常識的行動・マナー
　～デイケア内では常識を外れた言動はなく、マナーについても問題ない。しかし、家に引きこも
　　っていた期間が長く、社会経験に乏しいため、今後注意して見ていく必要がある。
＊デイケア外での対人関係
　～引きこもり期間が長く、友人もいないとのことで、対人面については本人の評価は低い。
＊余暇・社会資源の利用
　～バス・電車等の利用は問題ない。その他の社会資源利用については本人の評価は低い。また、
　　「空いた時間に何をしたら良いのか分からない」と余暇活用についても評価は低い。
◆今後の対応
　罹病期間が短く、入院中に病識の確立が為されていない。統合失調症について「自分の病気である」という意識がないため、個別面談等を通して病気・服薬について理解を深めるとともに、本人が受容できるよう支援する。また、将来的には就労を目指しているとのことで、本人が苦手と感じている対人関係・余暇活用等を中心にプログラムを通して支援する。また、定期的に面談を行い、通所の目的を明確にすることで安定した参加を保ち、生活リズムの保持を図る。

